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〜
花
見
の
季
節
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
い
ろ
い
ろ
な
所
に
桜
の
名
所
が
あ
り
ま
す
〜

桜
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す

　　市役所・文化センター
　市役所と文化センターの間に
ある桜並木

　　西白井停車場線
　北総鉄道西白井駅から国道
16 号へ至る道路沿いの桜並木

　　堀込地区
　白井駅南口から白井木戸
公園を結ぶ緑道沿いの桜

　　北総鉄道沿線
　南山から北総鉄道沿いに大山
口へ至る国道 464 号沿いの桜

　　白井第二小学校
　校門付近から駐車場沿いに
ある桜

　　桜台地区
　日本年金機構研修センター前の
道路沿いや十余一公園付近の桜

桜
の
見
ど
こ
ろ

　
上
記
に
挙
げ
た
7
カ
所
は
市
内
で

も
有
名
な
桜
の
見
所
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

　
①
の
市
役
所
と
文
化
セ
ン
タ
ー
の

間
に
あ
る
桜
並
木
は
「
ち
ば
ふ
れ
あ

い
の
み
ど
り
1
0
0
選
」
に
選
ば
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
⑥
の
今
井
の
桜
は
「
金

か
な
や
ま山
落

と
し
」
と
呼
ば
れ
る
用
水
路
沿
い
に

約
2
8
0
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
て
お

り
、
春
に
は
淡
い
ピ
ン
ク
の
花
々
に

美
し
く
彩
ら
れ
ま
す
。

※
駐
車
場
が
な
い
場
所
も
あ
り
ま
す

の
で
、
見
学
の
際
は
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

花
見
の
マ
ナ
ー

　
花
見
を
す
る
際
に
は
次
の
こ
と
に

気
を
付
け
て
、
皆
さ
ん
で
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る

○
私
有
地
に
勝
手
に
駐
車
し
た
り
立

ち
入
っ
て
荒
ら
し
た
り
し
な
い

○
迷
惑
駐
車
を
し
な
い

○
絶
対
に
飲
酒
運
転
を
し
な
い

○
そ
の
他
、
他
人
の
迷
惑
に
な
る
行

為
を
し
な
い

問
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班
　
内

線
3
3
7
2
〜
4

1

2

3

4

5

6

7

文化会館自主事業
ファミリーミュージカル

日時　5月4日㈷　午後2時～　
場所　文化会館大ホール
入場料　S席　一般5,000円、3歳以上中学生以下3,000円
　　　　A席　一般4,000円、3歳以上中学生以下2,500円
  　　　※全席指定　3歳未満は入場できません。
前売り開始　4月12日㈯午後6時から文化会館窓口で
※12日㈯に限り1人2枚までの販売となり、販売時間は午後8時
までです。
■問　文化会館☎（492）1121

　　

　市商工会（青年部・女性部）では、地域コミュニティの向上や地
域住民の交流、地域経済を活性化させるために、しろい桜まつりを
開催します。会場内に花見席を設置するほか、模擬店、フリーマーケッ
トなどを行います。
日時　4月5日㈯　午前10時～午後2時（雨天の場合は6日㈰に順延）
場所　市役所駐車場
フリーマーケット出店者募集　
　しろい桜まつりのフリーマーケット
に出店を希望する人を募集します。
　なお、食品類は出店できません。
募集区画数　30区画　対象　市内在住・
在勤の人　出店料　1,000円
■申・■問　3月28日㈮までに所定の用紙
（市商工会事務所および市商工会ホーム
ページにあります)に記入のうえ直接市
商工会☎（492）0721へ フリーマーケットの様子

　　今井地区「今井の桜」
　地区を流れる用水路沿いの桜並木
※駐車場がありませんので、見学の際は循環バス「ナッシー号」をご利用ください。

　しろい桜まつり

写真提供：しろい環境よいとこ百選
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写真提供：白井第二小学校



Q
　
2
年
間
住
ん
だ
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
を
退
去
し
た
。
退
去
す
る
日
に
管

理
会
社
の
人
と
一
緒
に
部
屋
の
中
を

確
認
し
た
。
そ
の
時
は
、
目
立
つ
汚

れ
も
な
く
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
な

か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
翌
月
管
理
会
社
か
ら

修
繕
費
の
見
積
書
が
届
い
た
。
全
面

的
な
ク
ロ
ス
の
張
り
替
え
や
ハ
ウ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
な
ど
が
計
上
さ
れ
、

敷
金
を
上
回
る
合
計
18
万
円
の
見
積

り
の
内
容
だ
っ
た
。

　
一
緒
に
確
認
し
た
時
に
は
何
も
指

摘
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
、
納
得
で
き

な
い
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

A
　
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
定
番
の

よ
う
に
退
去
し
た
賃
貸
住
宅
の
原
状

回
復
費
用
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

た
め
に
は
、
ま
ず
入
居
の
契
約
を
す

る
前
に
契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
特
約
が
あ
る
場
合

に
は
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
し
っ
か
り
説
明
を
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
入
居

賃
貸
住
宅
を
退
去
し
た
ら

修
繕
費
の
見
積
書
が
届
い
た

時
や
退
去
時
の
立
ち
会
い
で
は
、
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
意
し
て
、
そ
の

場
の
や
り
取
り
も
詳
し
く
メ
モ
を
と

り
ま
し
ょ
う
。
気
に
な
る
箇
所
は
日

付
入
り
で
写
真
を
撮
る
な
ど
、
証
拠

を
残
し
て
お
き
ま
す
。

　
民
間
の
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
が
「
原
状
回
復
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で

費
用
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
基
準

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
借
主
の
手

入
れ
な
ど
管
理
が
悪
く
て
発
生
し
た

汚
れ
な
ど
は
借
主
が
負
担
す
べ
き
だ

と
し
て
い
ま
す
が
、
通
常
の
使
用
に

よ
る
損
耗
や
経
年
劣
化
に
よ
る
修
繕

費
用
は
賃
料
に
含
ま
れ
、
貸
主
が
負

担
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
借
主
が
通
常
の
清
掃
を
し
て
い
る

場
合
、
専
門
業
者
に
よ
る
部
屋
全
体

の
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
新
し
い

入
居
者
を
確
保
す
る
た
め
の
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
の
要
素
が
あ
る
た
め
、
貸

主
の
負
担
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
見
積
書
が
送
ら
れ
て
き
た
ら
内
容

を
よ
く
確
認
し
、
疑
問
に
思
う
点
は

契
約
書
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

し
な
が
ら
貸
主
に
説
明
を
求
め
ま
し

ょ
う
。
話
し
合
い
が
う
ま
く
い
か
な

い
と
き
は
、
調
停
や
少
額
訴
訟
な
ど

も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
176

　市では、冨士地先（右図の区間）
で舗装修繕工事を行います。
　工事は午前9時から午後5時ま
で行い、工事中は交通誘導員を
配置した上で交通規制を行いま
す。
※夜間の交通規制はありません。
期間　3月中旬～ 3月下旬
交通規制区間　右図の■部分
（車両片側交互通行）
■問　道路課維持管理班　内線
3217

道路舗装修繕工事
を行います

風
間
街
道

マンション

家電
量販店

コンビニエンスストア

飲食店

　
市
で
は
毎
月
2
回
、
市
内
の
井

戸
水
の
水
質
検
査
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
（
検
査
は
民
間
検
査
機
関

が
行
い
ま
す
）。

　
検
査
は
専
用
の
容
器
を
使
用
し

ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
環
境
課

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
放
射
性
物
質
の
検
査
は
で
き
ま

せ
ん
。

受
け
付
け
日
時
　
4
月
1
日
・
15

日
、
5
月
7
日
㈬
・
20
日
、
6
月

3
日
・
17
日
、
7
月
1
日
・
15
日
、

8
月
5
日
・
19
日
、
9
月
2
日
・

16
日
、
10
月
7
日
・
21
日
、
11
月

4
日
・
18
日
、
12
月
2
日
・
16
日
、

平
成
27
年
1
月
6
日
・
20
日
、
2

月
3
日
・
17
日
、
3
月
3
日
・
17

日
（
原
則
火
曜
日
）　 

午
前
8
時

30
分
〜
正
午

検
査
内
容
　
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、

亜
硝
酸
態
窒
素
、
硝
酸
態
窒
素
お

よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩
化
物
イ

オ
ン
、
有
機
物
、
ｐ
Ｈ
値
、
味
、

臭
気
、
色
度
、
濁
度
（
11
項
目
）

※
11
項
目
以
外
に
検
査
項
目
を
追

加
し
た
い
場
合
は
、
直
接
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

検
査
料
金

　
4
、
7
5
2
円

※
検
査
料
金
は
、
検
査
結
果
と
一

緒
に
指
定
の
振
込
口
座
が
記
入
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
直
接
指
定
の

口
座
へ
振
り
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線

3
2
7
3

↑
西
白
井

鎌
ケ
谷
↓

メール配信サービスやポスティングサービスで
「広報しろい」を皆さんの手元に届けます
　毎月1日・15日に発行している広報しろいは、主に新聞折り込みや
公共施設で配布を行っていますが、その他にメール配信サービスや
ポスティングサービス（個別配布）も行っています。
◆メール配信サービスで受け取る場合
　パソコンやスマートフォンなどにＥメールで広報しろい（PDF版）
を配信します。
配信日時　広報発行日（1日と15日）の午前8時30分ごろ
登録方法　①パソコンからの登録　http://city-shiroi.jp/nashibo/
user/shiroi/blog/showDetail.doへアクセス
②スマートフォンなどからの登録　右枠のQR
コードからアクセスするか「shiroi@city-shiroi.
jp」へ空メールを送信
※一部対応しないパソコンのＯＳ・スマート
フォンなどがあります。登録料は無料ですが、
通信に要する通信料は別に掛かります。詳し
くは市ホームページhttp://city.shiroi.chiba.jp/
detail/mail-haishin.htmlへ
◆ポスティングサービス（個別配布）で受け取る場合
　新聞を購読していない市内在住の世帯を対象に「広報しろい」の
ポスティングサービスを行っています。
　ポスティングサービスを希望される場合は、秘書広報課広報広聴
班まで連絡してください。
　申し込みの際には注意点がありますので、詳細については問い合
わせてください。
■問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4

携帯電話登録用
QRコード

　
市
で
は
、
昭
和
62
年
3
月
13
日
に
、

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を

念
願
し
行
わ
れ
た「
平
和
都
市
宣
言
」

を
切
っ
掛
け
に
、
毎
年
1
月
中
旬
か

ら
3
月
に
か
け
て
平
和
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
事
業
に
つ
い
て
は
、
折
り
鶴
作
製
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
へ
の
参
加
や
、

思
い
の
こ
も
っ
た
千
羽
鶴
・
平
和
作

品
の
展
示
な
ど
を
行
い
、
よ
り
多
く

の
人
が
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
思
い

を
深
め
る
切
っ
掛
け
と
す
る
事
を
目

的
と
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

千
羽
鶴
を
広
島
へ

　
幅
広
い
年
代
の
人
が
参
加
し
や
す

い
事
業
と
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら

「
折
り
鶴
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
や
各
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

た
投
か
ん
箱
に
は
、
多
く
の
折
り
鶴

が
寄
せ
ら
れ
、
県
内
・
県
外
の
他
市

町
か
ら
も
多
数
の
折
り
鶴
・
千
羽
鶴

が
届
き
、
昨
年
の
約
5
万
6
千
羽
を

上
回
る
数
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
折
り
鶴
は
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
糸
を
通

し
て
千
羽
鶴
に
し
、
作
業
終
了
後
に
、

広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
に
送
り
ま

す
。平

和
を
考
え
る
子
ど
も

た
ち
の
作
品
展

　
市
で
は
、
子
ど
も
が
周
囲
の
大
人

と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
切
っ
掛
け

と
し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
「
平
和

を
考
え
る
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
幼
稚
園
・
保
育
園
の
協
力
に

よ
り
、
今
年
度
は
3
4
4
作
品
を
、

2
月
7
日
か
ら
28
日
ま
で
市
役
所
1

階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
家
族
や
友
人
と
の
幸
せ

な
光
景
を
描
い
た
も
の
や
、
笑
顔
を

貼
り
絵
で
表
現
し
た
も
の
な
ど
多
彩

で
、
作
品
を
鑑
賞
し
た
人
た
ち
か
ら

は
「
小
さ
な
幸
せ
の
積
み
重
ね
が
平

和
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
「
子

ど
も
た
ち
の
純
粋
な
思
い
に
大
人
と

し
て
何
が
で
き
る
か
考
え
さ
せ
ら
れ

た
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し

た
。平

和
事
業
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
折
り
鶴
・
千

羽
鶴
を
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
人
た
ち

や
、
折
り
鶴
の
糸
通
し
を
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
作
品
展
に

協
力
を
し
て
く
れ
た
各
園
の
児
童
・

教
職
員
の
皆
さ
ん
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
の
温
か
い
心
に
支
え
ら
れ

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
市
は
、
こ
の
よ
う
な
温
か
い
心
の

積
み
重
ね
が
平
和
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
事
業
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

食堂の営業終了について
　市役所本庁舎の7階で営業をしていた食堂「方方（ふぁんふぁん）
餃子王」は、事業者の都合により3月28日㈮で、営業を終了します。
　なお、次期事業者については、未定です。
■問　管財契約課管財契約班　内線3341・2

井
戸
水
の
水
質
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す

子どもたちの作品と千羽鶴糸を通すボランティアの皆さん
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男
女
平
等
推
進
行
動
計
画
の

進
行
管
理
結
果
を
公
表
し
ま
す

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

を
図
る
た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら
27

年
度
ま
で
の
5
カ
年
を
計
画
期
間
と

す
る
「
白
井
市
男
女
平
等
推
進
行
動

計
画
」
を
策
定
し
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
そ
の
進
行
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、

年
度
ご
と
に
進
行
管
理
を
実
施
し
、

評
価
を
行
っ
て
お
り
、
評
価
結
果
を

基
に
、
各
課
は
取
り
組
み
の
改
善
を

図
り
な
が
ら
、
平
成
27
年
度
に
予
定

し
て
い
る
新
た
な
計
画
策
定
の
検
討

材
料
と
し
ま
す
。

◆
評
価
の
仕
組
み
に
つ
い
て

　
評
価
に
つ
い
て
は
、
計
画
に
記
載

さ
れ
て
い
る
個
別
の
取
り
組
み
を
、

担
当
課
が
実
績
を
確
認
し
自
己
評
価

を
行
い
ま
す
。

　
評
価
基
準
に
つ
い
て
は
、
予
定
し

て
い
た
事
業
の
実
施
状
況
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
計
画
に
は
い
く
つ

か
の
指
標
に
つ
い
て
数
値
目
標
を
設

定
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
毎
年
実
績

を
把
握
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
も
確

認
し
、
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま

す
。

　
進
行
管
理
結
果
に
つ
い
て
は
、
内

部
組
織
で
あ
る
「
市
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会
」
と
、
学
識
者
・
公
募

委
員
・
団
体
代
表
か
ら
な
る
「
市
男

女
共
同
参
画
推
進
会
議
」
で
の
議
論

を
経
て
、
取
り
ま
と
め
た
も
の
に
な

り
ま
す
。

◆
結
果
の
概
要
に
つ
い
て

　
評
価
の
対
象
と
な
る
取
り
組
み
の

総
数
は
1
3
3
事
業
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
評
価
結
果
は
左
上
表
1
の
と

お
り
と
な
り
、
平
成
23
年
度
実
績
に

比
べ
実
施
状
況
が
改
善
し
て
い
ま
す
。

　
数
値
目
標
と
数
値
実
績
の
推
移
に

つ
い
て
は
、
左
下
表
2
の
と
お
り
で

す
。

　
目
標
値
は
平
成
27
年
度
末
時
点
で

の
達
成
を
目
指
し
設
け
ら
れ
た
も
の

で
す
が
、
平
成
24
年
度
の
実
績
で
は
、

農
業
委
員
の
女
性
の
数
や
女
性
の
認

定
農
業
者
数
、
家
族
経
営
協
定
の
締

結
数
、
女
性
生
き
生
き
相
談
件
数
、

市
役
所
内
の
女
性
管
理
職
（
課
長
級
）

の
割
合
は
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

◆
詳
細
に
つ
い
て

　
各
取
り
組
み
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

高齢者叙勲
　3月1日に高齢者叙勲受章者が発表され
ました。
旭日単光章
　山﨑四郎さん（神々廻在住）
　山﨑さんは、白井町議会議員として長
きにわたり地方自治の発展に貢献したこ
とが認められたものです。

表1　評価結果（前年度との比較）

項目
平成23実績（132事業）平成24実績（133事業）
事業数 割合 事業数 割合

予定通りに事業
行った 114 86.4㌫ 126 94.7㌫

予定通りではな
いが事業行った 14 10.6㌫ 7 5.3㌫

事業を全く行っ
ていない 4 3.0㌫ 0 0㌫

※評価対象とする事業を見直したため、平成23年度と平成24年
度の事業数は一致しません

表2　数値目標と数値実績の推移

指標名 計画策定時
（平成22年度）

平成24年度
実績

目標値
（平成27年度）

子宮がん検診の受診率 31.8㌫ 30.9㌫ 50.0㌫
乳がん検診の受診率 44.6㌫ 40.3㌫ 50.0㌫
女性消防団員 0人 0人 推移把握のみ
自治会長に占める女性の割合 6.6㌫ 7.5㌫ 推移把握のみ
農業委員の女性の数 1人 2人 2人
女性の認定農業者数 13人 16人 14人
家族経営協定の締結数 42件 54件 50件
保育園待機児童の数 23人 46人 0人
家庭的保育事業保育ママ登録者数 0人 3人 5人
学童保育の年間利用人数 390人 457人 540人
女性生き生き相談年間件数 87件 94件 90件
市が設置する審議会などにおける女性
委員の割合 26.8㌫ 29.1㌫ 30.0㌫

市役所内女性管理職（課長級）の割合 5.7㌫ 8.2㌫ 7.5㌫
市役所内男性育児休暇取得率 0.0㌫ 0.0㌫ 5.0㌫
※計画に記載されている数値目標のうち、毎年確認できるもののみ掲載しています。

　職場や学校、外出先など自宅から離れた場所にいるときに大規模な災害
が発生すると、公共交通機関が運行を停止し、帰宅が困難になることが予
想されます。
　しかし、災害発生時に多くの人が一斉に徒歩で帰宅を始めると、火災や
沿道の建物からの落下物などにより負傷する危険があるばかりでなく、災
害時に優先されるべき救助・救急活動の妨げとなります。

◆災害発生時には「むやみに移動を開始しない」
●まずは自分の身の安全を確保しましょう
●職場や集客施設などの安全な場所にとどまりましょう
●災害用伝言サービスで家族の安否や自宅の無事を確かめましょう
●交通情報や被害情報などを入手しましょう

◆日ごろから準備しておきたいこと
●携帯ラジオや地図を持ち歩きましょう
●職場などに歩きやすいスニーカーや懐中電灯、手袋、飲料水や食料など
を用意しましょう
●事前に家族などと安否確認の方法や集合場所を話し合っておきましょう
●徒歩やバスで帰宅経路の状況を確認しておきましょう
●帰宅経路にあるコンビニエンスストアやガソリンスタンドなどを確認し
ておきましょう
　九都県市（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、横浜市、川崎市、相模
原市、千葉市、さいたま市）では、コ
ンビニエンスストアやガソリンスタン
ドなどと「徒歩帰宅支援協定」を締結
しています。
　災害の際に徒歩で帰宅する場合は、
水道水・トイレ・交通情報などが可能
な範囲で提供してもらえます。
　協定を締結している店舗は、右のス
テッカーが貼ってあります。
■問　市民安全課消防防災班　内線3323

災害発生時の心得
～むやみに移動を開始せず、落ち着いた行動を～

も
利
用
が
可
能
で
、
事
業
者
に
直

接
注
文
し
て
取
引
を
行
っ
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　
事
業
者
に
よ
り
受
付
時
間
や
配

達
エ
リ
ア
、
配
達
料
な
ど
の
取
引

条
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
内
容
を
十

分
に
確
認
の
上
、
注
文
な
ど
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
3
月
中
に

自
治
会
を
通
じ
て
配
布
す
る
ほ
か
、

市
役
所
や
各
出
先
機
関
に
も
置
い

て
あ
り
ま
す
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
1
、
市
商
工
会

　
☎

（
4
9
2
）
0
7
2
1

「
暮
ら
し
な
ん
で
も
お
助
け
隊
」
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

　
市
商
工
会
で
は
、
食
料
品
の
配

達
や
住
宅
の
改
修
な
ど
、
自
宅
を

訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス
「
暮
ら
し
な

ん
で
も
お
助
け
隊
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
、
登
録
事
業
者
を
一
覧
に

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

配
布
を
し
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
な
た
で

資
源
回
収
運
動
を
始
め

ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
や
資
源
化

の
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
子
ど

も
会
や
小
・
中
学
校
P
T
A
、
自
治

会
な
ど
、
5
人
以
上
で
構
成
し
営
利

を
目
的
と
し
な
い
団
体
が
実
施
す
る

資
源
回
収
運
動
に
、
奨
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
活
動
を
開
始
し
た
い
団
体

は
、
直
接
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。 

申
・
問

　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
班

　
内
線
3
2
7
5

生
ご
み
堆
肥
化
講
座

　
市
で
は
、
ご
み
の
資
源
化
・
減
量

化
の
一
環
と
し
て
、
燃
や
す
ご
み
の

約
半
分
の
重
さ
を
占
め
る
「
生
ご

み
」
を
、
皆
さ
ん
に
有
効
に
活
用
し

て
も
ら
う
た
め
の
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
「
生
ご
み
堆
肥
を
活
用
し

た
野
菜
作
り
」「
生
ご
み
の
堆
肥
化

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
生
ご

み
堆
肥
化
容
器
な
ど
を
利
用
し
た
堆

肥
作
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
米
ぬ
か
な
ど
を
有
用
微

生
物
群
に
よ
っ
て
発
酵
さ
せ
て
作
る

有
機
肥
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ぼ
か

し
」
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

日
時

　
22
日
㈯

　
午
前
9
時
〜
正
午

場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
者

　
20
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　（
公
財
）
自
然
農
法
国
際
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
菜
園
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
　
高
田
健
次
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
東

Ｅ
Ｍ
普
及
協
会
　
若
倉
利
勝
さ
ん

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
20
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班

内
線
3
2
7
5
へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
2
月
12
日
か
ら
21

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
検
査
項
目

　
ネ
ギ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
、
カ
ブ
、
ミ
ズ
ナ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

県
検
査
項
目
　
夏
ミ
カ
ン

　
県
が
実
施
し
た
夏
ミ
カ
ン
か
ら
13

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
の
放
射
性
物
質
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
数
値
は
一
般

食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準
値
で
あ

る
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
以
下
で

し
た
。

　
そ
の
他
の
品
目
は
全
て
「
検
出
せ

ず
」
で
し
た
。

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4 

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定

下
限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密

度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4
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伊藤診療所　　伊藤和彦医師
●先生の専門分野を教えてください
　専門は循環器内科ですが、内科・小児科を
幅広く診察しています。子どもから高齢者ま
で来院され、子どもはインフルエンザなどの
感染症、大人は高血圧や糖尿病、脂質異常症
などの生活習慣病を多く診察しています。
●休日の過ごし方や趣味を教えてください
　休日は医師向けの講習会に参加し、超音波
検査や糖尿病の詳しい治療法など興味のある
分野について勉強しています。
　趣味は読書で、専門分野に関する本を読ん
で新しい知識を取り入れたり、小説を読んだ
りします。小説は、最近のものでは「永遠の0（ゼロ）」や「下町ロケット」
を読みました。また、いろいろな音楽を聴くことも好きです。
●診察するときのモットーや心掛けていることは
　丁寧な診察と納得していただける説明を心掛け「この患者さんが自分の家
族だったらどう診療するか」を判断基準にしています。また、CTや超音波
エコーを用いたり、血液と尿の主項目は検査結果を院内で即日判断する体制
にして病気の早期発見と治療に努めています。
●患者さんへのメッセージ
　生活習慣病は日常生活を変えることで改善が望めるため、塩分とカロリー
の取り過ぎや喫煙に気を付けてください。ただ、一人だけでコントロールを
続けるのは大変です。当院では、食事や手作りリーフレットによる運動の説
明や検査結果を記録する手帳により自分自身の状況を把握できるようにした
り、健康保険による禁煙治療を導入したりするなど、患者さんと二人三脚で
健康維持できるようにしています。
　朝は午前8時から診療しており通学・通勤前に通院することも可能かと思
いますので、気軽に相談に来てください。

伊藤診療所　復1450－23　☎（491）1888

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医

伊藤和彦医師

あなたの「こころ」元気ですか？
～3月は「自殺対策強化月間」です～

◆「うつ病」について
　うつ病は、本人も気付かずにかかっている事があります。
次の症状が2項目以上、2週間以上続いたらうつ病を疑って、
病院で受診しましょう。
●眠れない、または眠りすぎる
●いつもと違う悲しい気持ちが消えない
●以前楽しめていた活動が楽しめず、興味が持てない
●疲れやすい
●自分に自信が持てない、自分を大切に思えない
●集中したり、物事を決めたりするのが困難である
●罪悪感を感じる
●生きる意欲を失う
●食べることに興味がわかない、または食べ過ぎる
◆ 大切な人を失わないために
　日本では毎年約3万人が自ら命を絶っています。市内では10
人で、男性は女性の約2倍です。自殺は家族や周りの人にも大
きな悲しみをもたらします。
　多くの場合、さまざまな悩みによって追い込まれた末に死
を選択するといわれています。うつ状態は、早く気付き適切
な治療を受けることで自殺を予防できます。
　予防のためにも、大切な人の悩みに気付いてください。

　市では、職員の育児休業取得に伴い、保健師の任期付職員の募集を行
います。
※任期付職員とは、給料・各種手当および勤務時間などが正規職員と同
様で、採用期間を定めた職員をいいます。
募集要件・人数　保健師の資格を有し、昭和43年4月2日以降に生まれた
人（45歳以下）　1人
※選考基準により選考します。また、年齢に関し募集要件を満たしてい
ない人も、相談に応じます。
任期　平成26年5月21日から平成28年3月31日まで
※育児休業の取得状況により、変更する場合があります。
勤務場所　高齢者福祉課（保健福祉センター内）
■申・■問　所定の応募書（総務課・市ホームページにあります）に必要事
項を記入の上、保健師資格者証の写しを添えて、3月17日㈪から4月11日
㈮までに、郵送（消印有効）か直接総務課人事班　内線3314・5へ

育休任期付職員（保健師）を募集します

　4月1日までに70歳の誕生日を迎
えている国民健康保険（国保）被
保険者について、医療機関の窓口
で支払う自己負担割合が、4月1日
以降も「1割」に据え置かれるこ
とになりました。
　これに伴い、下記の対象者は保
険証の切り替えが必要となります。
　4月1日から使用する新しい保険証は、3月21日㈷から順に簡易
書留で郵送します（ただし一部の人を除く）。
　新しい保険証が届いたら、必ず氏名などを確認してください。
また、保険証が4月1日を過ぎても届かない人は保険年金課まで問
い合わせてください。
　有効期限の切れた保険証は、4月1日以降保険年金課または各セ
ンターに返却するか、各自で裁断して処分してください。
対象　70歳から74歳（生年月日が昭和14年4月2日から昭和19年3
月1日）までの国保被保険者で、現在持っている国保被保険者証の
右下の「一部負担割合」が「1割」と記載されている人
※一部負担割合が「3割」と記載されている人は、今回の切り替え
は対象外となります。
■問　保険年金課保険年金班　内線3174・5、3180・1

国民健康保険の被保険者証が
切り替わります

【
船
橋
年
金
事
務
所
】

◆
国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の
年

金
額
を
増
や
せ
ま
す

　
後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に
納

め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
人
で
も
、
後
納
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
期
限
は

平
成
27
年
9
月
30
日
㈬
ま
で
で
す
。

◆
後
納
保
険
料
の
納
付
書
の
「
使
用

期
限
」
に
ご
注
意
を

　
す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
み
を

し
た
人
で
、
平
成
16
年
4
月
以
降
分

の
後
納
保
険
料
の
納
付
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た

使
用
期
限
（
平
成
26
年
3
月
31
日
）

ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で

き
な
か
っ
た
人
で
、
4
月
以
降
に
納

付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
な
加

算
額
に
よ
る
納
付
書
が
発
行
で
き
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
近
く
の
年

金
事
務
所
か
「
国
民
年
金
保
険
料
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※
平
成
16
年
3
月
以
前
の
後
納
保
険

料
は
、
10
年
を
超
え
て
し
ま
う
た
め
、

平
成
26
年
4
月
以
降
は
納
付
で
き
ま

せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

0
5
7
0
（
0
1
1
）
0
5
0

※
「
0
5
0
」
か
ら
始
ま
る
電
話
番

号
で
電
話
を
掛
け
る
場
合
は
、
0
3

（
6
7
3
1
）
2
0
1
5
へ

受
付
時
間
　
月
曜
日
　
午
前
8
時
〜

午
後
7
時
、
火
〜
金
曜
日
　
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
、
第
2
土

曜
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
問
い
合
わ
せ
る
時
は
、
自
分
の
基

礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
用
意

し
て
か
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
船
橋
年
金
事
務
所
　
☎
0
4
7

（
4
2
4
）
8
8
1
1

①あなたの大切な人の様子がいつもと違う時、「どうした
の？なんだか辛そうだけど」「眠れていますか？」など、ま
ずは声を掛けてください。
②相手の悩みをしっかりと聴き、その際には、相手の気持
ちを否定しないで誠実に聴き｢話してくれてありがとう｣「大
変だったね」など、ねぎらいの気持ちを言葉にして伝えま
しょう。
③「専門家に相談してみましょう」と声を掛け、心療内科
や精神科の受診を勧めます。市の相談窓口もあります。
④温かく見守り、寄り添いましょう。孤立させないことが
大切です。

相談窓口　千葉いのちの電話　☎043（227）3900（24時間対応）
■問　健康課健康づくり推進班　☎（497）3494

見 本
保険証の見本

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
へ

　
　

柏
レ
イ
ソ
ル
戦
の
チ

ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
福
祉
事
業
向
上
に
寄
与
す
る
目
的

で
柏
レ
イ
ソ
ル
選
手
会
か
ら
「
柏
レ

イ
ソ
ル
対
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
戦
」

の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　
観
戦
希
望
の
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

試
合
日
時
　
4
月
19
日
㈯
　
午
後
3

時
〜

場
所
　
日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場
（
柏
市
）

対
象
　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
子
と
そ
の
保
護
者

　
12
席
（
申
し

込
み
順
）

※
子
ど
も
2
人
、
保
護
者
1
人
の
場

合
は
3
席
分
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
児
童
家
庭
課
児
童

家
庭
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

2014.3.15 4



4
月
1
日
か
ら
平
成
26

年
度
の
社
会
教
育
関
係

団
体
の
認
定
申
請
を
受

け
付
け

　
地
域
社
会
を
円
滑
に
し
て
い
く
地

域
活
動
や
、
学
習
・
家
庭
教
育
を
支

援
し
て
い
く
活
動
、
青
少
年
を
対
象

と
し
た
支
援
活
動
、
地
域
住
民
を
対

象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
社

会
教
育
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
、

新
た
に
認
定
を
希
望
す
る
団
体
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　
認
定
さ
れ
た
団
体
は
公
民
館
な
ど

の
使
用
料
が
2
分
の
1
に
減
免
さ
れ

ま
す
（
た
だ
し
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
な
ど
は
除
く
）。

※
平
成
25
年
度
に
認
定
さ
れ
た
団
体

も
、
継
続
し
て
認
定
を
希
望
す
る
場

合
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

認
定
期
間
　
平
成
26
年
6
月
1
日
か

ら
平
成
27
年
5
月
31
日
（
1
年
間
）

認
定
の
要
件
　
次
の
と
お
り

●
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ
継

続
的
に
実
施
し
、
そ
の
事
業
の
成
果

が
十
分
に
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る

●
役
員
を
選
出
し
て
い
る

●
自
己
財
源
を
有
し
、
団
体
の
運
営

を
確
実
に
行
っ
て
い
る

●
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
主
た
る

活
動
の
場
所
が
市
内
で
あ
る

文化講演会
芸術が地域に活力をもたらすために

～教育、福祉を中心に～
　芸術は、趣味や娯楽で楽しむだけの存在ではなくなりつつあります。
　今回、ニッセイ基礎研究所芸術文化プ
ロジェクト室の吉本光宏室長を講師に迎
え、講演会を開催します。
　文化芸術の現代的な捉え方や役割、社
会貢献や教育活動につながる知識・方法
を学んでみませんか。
日時　22日㈯　午後2時～ 3時45分（開場
午後1時30分～）
会場　文化会館中ホール
対象　一般　100人（先着順）
入場料　無料
■問　文化課文化班　☎（492）1123

吉本光宏室長プロフィール
　徳島県出身、早稲田大学大学院卒。
　社会工学研究所などを経てニッセイ基礎
研究所に所属。
　芸術文化政策、文化施設の運営・評価、
クリエイティブシティなどが専門。
　これまで東京オペラシティや国立新美術
館などの文化施設開発、東京国際フォーラ
ム他のアート計画に携わり、現在は、創造
都市横浜推進委員会の委員長をはじめ、多
くの役職を努めており、東京藝術大学大学
院などの講師として活躍中。
　主な著書に「アート戦略都市」がある。

千
葉
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（
卓
球
）
の
出

場
者
と
卓
球
講
座
の
参

加
者
を
募
集

　
6
月
に
開
催
予
定
の
「
千
葉
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
卓
球
の
部
に

出
場
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
向
け
て
、
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
卓
球
講
座

の
中
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
障
害
の
種
別
・
程
度
に
よ
っ
て
細

か
く
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
て
ま
す
の

で
、
大
会
に
参
加
す
る
の
が
初
め
て

と
い
う
人
で
も
、
気
軽
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
（
車
椅
子
の
部
も
あ
り
）。

　
講
座
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
の

で
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

①
千
葉
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
　
6
月
1
日
㈰
　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
2
時
30
分

場
所
　
千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
市
稲
毛
区
）

出
場
資
格
　
白
井
市
に
平
成
26
年
4

月
1
日
現
在
に
住
所
を
有
す
る
13
歳

以
上
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

●
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
お

り
、
障
害
種
別
が
肢
体
不
自
由
・
聴

覚
障
害
の
人

●
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

②
卓
球
講
座

日
時
　
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日
　
午

前
10
時
か
ら
11
時
30
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ

か
を
所
持
し
て
い
る
人

申
・
問

　
①
は
3
月
25
日
㈫
ま
で
に

電
話
か
直
接
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
5
へ

平
成
26
年
度
白
井
市
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付

　
心
身
障
害
者
や
要
援
護
高
齢
者
が
、

社
会
参
加
な
ど
で
市
の
指
定
し
た
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
、
市
で
は

乗
車
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
た
め

に
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
券
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、

各
担
当
部
署
で
直
接
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
平
成
25
年
度
に
交
付
し
た
タ
ク
シ

ー
券
（
藤
色
か
濃
い
ク
リ
ー
ム
色
）

は
、
4
月
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

交
付
期
間
　
平
成
26
年
3
月
25
日
㈫

〜
平
成
27
年
3
月
27
日
㈮
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人●
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

●
視
覚
障
害
・
下
肢
障
害
・
体
幹
障

害
3
級
以
上

●
療
育
手
帳
Ⓐ
か
ら
A
の
2

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

●
要
介
護
2
〜
5

持
ち
物

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の

手
帳
か
介
護
保
険
者
証

問
　
障
害
者
　
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
3

　
要

援
護
高
齢
者

　
高
齢
者
福
祉
課
高
齢

者
支
援
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

プレママ・ママのための講座
～みんなでお話しませんか～

◆マタニティカフェ
　ゆったりとハーブティーを飲みながら、気軽に楽しく妊娠や出産について
学んでみませんか。
　「ベビーサロン『いっぽいっぽ』」との交流タイムもあるので、出産予定日
の近い妊婦さんだけでなく先輩ママとも話ができます。
日時　4月10日㈭　午前10時～正午（受け付け　午前9時45分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6～ 9カ月までの妊婦と
その家族　25人（申し込み順）
※経産婦も参加できます。
保育　あり（要事前申し込み）
持ち物　母子手帳、筆記用具
参加費　100円（「ヘルシーおやつ」およびハー
ブティー代）

◆ベビーサロン「いっぽいっぽ」
　おおむね生後6カ月までの乳児とその家族が、気軽におしゃべりできる場
です。子育て仲間の輪を広げませんか。
　親子の触れ合い遊びの紹介もあります。
※予約は不要です。
日時　4月10日㈭　午前10時30分～正午（受け付け　午前10時15分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね生後6カ月までの乳児とその家族
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495へ

◆
児
童
手
当
現
況
届

　
こ
の
届
は
毎
年
6
月
1
日
の
現
況
を
記
載

し
、
引
き
続
き
受
給
要
件
に
該
当
す
る
か
を

確
認
す
る
た
め
の
書
類
で
す
。

　
未
提
出
の
場
合
、
6
月
分
以
降
の
手
当
の

支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　
こ
の
届
は
毎
年
8
月
1
日
の
現
況
を
記
載

し
、
引
き
続
き
受
給
要
件
に
該
当
す
る
か
を

確
認
す
る
た
め
の
書
類
で
す
。

　
未
提
出
の
場
合
、
8
月
分
以
降
の
手
当
の

支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
ど
ち
ら
も
提
出
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　
現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
、
早
め
に
提
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

平成26年4月以降の児童扶養手当額
　児童扶養手当については、毎年の消費者物価指数の変動
に応じて手当額を改定していますが、平成12年度以降、物
価下落時に手当額が据え置かれたために生じている差を、
平成25年度から27年度までの3年間で解消することになっ
ています。
　このことにより、平成26年4月分以降の児童扶養手当額
については、0.3
㌫引き下がるこ
とになります。
　改定後の金額
は右表のとおり
です。

現
況
届
の
提
出
は

済
ん
で
い
ま
す
か

4月以降の児童扶養手当額
月額 現行 改定後

全部支給 41,140円 41,020円

一部支給
41,130円～

9,710円
41,010円～

9,680円

■問　児童家庭課児童家庭班　☎（497）3487

●
社
会
奉
仕
な
ど
の
活
動
実
績
が
あ

る※
そ
の
他
に
も
審
査
基
準
項
目
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
申
請
書
、
規
約
、
事
業
・
決
算

報
告
書
、
事
業
計
画
・
予
算
書
、
役

員
・
会
員
名
簿
、
社
会
奉
仕
等
活
動

の
内
容
が
分
か
る
書
類
、
減
免
申
請

書
（
各
書
式
は
生
涯
学
習
課
、
各
セ

ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

4
月
1
日
㈫
か
ら
25
日
㈮
ま
で
に
直

接
主
に
活
動
拠
点
と
し
て
い
る
セ
ン

タ
ー
へ

※
事
業
・
会
計
報
告
書
お
よ
び
事
業

計
画
・
予
算
書
は
、
各
団
体
の
総
会

に
お
い
て
承
認
を
得
た
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
2
お
よ
び
各
セ
ン
タ
ー

弓
道
教
室
参
加
者
募
集

　
高
校
生
以
上
の
初
心
者
を
対
象
に

し
た
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
4
月
5
日
か
ら
5
月
24
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
（
全
8
回
）　
午

後
1
時
30
分
〜
4
時

場
所
　
白
井
中
学
校
弓
道
場

対
象
　
市
内
在
住
･
在
勤
･
在
学
者

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
、
5
0
0
円
（
保
険
料

な
ど
）

申
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

経
験
の
有
無
を
記
入
の
上
、
3
月
24

日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
か
直
接

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内

線
3
4
3
5
へ

問
　
白
井
弓
友
会

　
遠
藤
☎
（
4
9

1
）
9
9
4
0

2014.3.155



冨  

趣
味
の
菜
園
教
室

　
春
野
菜
作
り
の
基
本
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

趣
味
・
教
養
・
学
習

木
下
街
道
を
通
っ
た
著

名
人

　
県
道
市
川
印
西
線
、
通
称
「
木

下
街
道
」
は
行
徳
（
市
川
市
）
と

木
下
（
印
西
市
）
を
結
び
、
江
戸

と
利
根
川
下
流
域
を
つ
な
ぐ
道
と

し
て
多
く
の
人
々
が
利
用
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
通
行
者
自
身
が
著
し
た

紀
行
文
や
日
記
な
ど
を
と
お
し
て
、

江
戸
時
代
に
木
下
街
道
を
通
行
し

た
著
名
な
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

　
俳
人
松
尾
芭
蕉
の「
鹿
島
紀
行
」、

国
学
者
加か

と
う
ち
か
げ

藤
千
蔭
の
「
香
取
の
日

記
」
は
通
行
し
た
こ
と
の
み
の
記

述
で
す
。

　
白
井
宿
に
あ
っ
た
旅は

た
ご籠
へ
の
宿

泊
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
は
多
く
、

国
学
者
安あ

ん
ど
う
ぼ
く
お
う

藤
朴
翁
の
「
常
陸
帯
」

を
は
じ
め
、
俳
諧
師
寸す

ん
し
ょ
う
け
ん
ぎ
ん
な

松
軒
吟
奈

の
「
鹿
島
之
紀
行
」
は
旅
籠
で
出

た
夕
食
が
ひ
ど
か
っ
た
と
怒
り
つ

つ
も
娘
二
人
が
美
人
ゆ
え
我
慢
し

た
こ
と
、
田
原
藩
士
・
画
家
渡わ

た
な
べ辺

崋か
ざ
ん山
の
「
四

し
し
ゅ
う
し
ん
け
い

州
真
景
」
は
旅
籠
藤

屋
へ
宿
泊
し
た
こ
と
、
農
村
改
革

に
尽
力
し
た
大

お
お
は
ら
ゆ
う
が
く

原
幽
学
の
「
性
学

日
記
」「
道
の
記
」「
口
ま
め
草
」

は
江
戸
に
出
る
際
や
居
住
地
に
戻

る
際
な
ど
に
、
白
井
宿
で
昼
食
を

取
っ
た
こ
と
や
宿
泊
し
た
こ
と
を

書
き
留
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
俳
人
・
尼
僧
有あ

り
い
し
ょ
き
ゅ
う
に

井
諸
九
尼

の
「
秋
風
の
記
」
は
白
井
宿
に
水

を
売
る
家
が
あ
っ
た
こ
と
、
読
み

本
作
者
秋あ

き
ざ
と
り
と
う

里
籬
島
の
「
木
曽
路
名

所
図
会
」、
僧
侶
十じ

っ
ぽ
う
あ
ん
け
い
じ
ゅ
ん

方
庵
敬
順
の

「
遊
歴
雑
記
」、
黄
表
紙
や
洒
落

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

本
作
者
十

じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ
く

返
舎
一
九
の
「
諸

し
ょ
こ
く
ど
う

国
道

中
ち
ゅ
う
か
ね
の
わ
ら
じ

金
草
鞋
」
は
野
馬
の
い
た
風
景

な
ど
を
描
き
、
記
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
十
返
舎
一
九
は
「
か
な
が

や
（
鎌
ケ
谷
）
の

　
は
ら
（
腹
）

い
っ
ぱ
い
に
い
な
か
酒

　
飲
め
ど

も
か
ホ
（
顔
）
は

　
し
ろ
い
（
白

井
）
な
り
け
り
」
と
い
う
白
井
を

掛
け
言
葉
に
し
た
狂
歌
も
詠
ん
で

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
特
異
な
例
で
は
、
浄
土

宗
僧
侶
徳

と
く
ほ
ん
し
ょ
う
に
ん

本
上
人
の
「
下

し
も
う
さ総
伊い

ず豆

相さ
が
み
け
や
く
り
ゃ
く
に
っ
き

模
化
益
略
日
記
」に
長

な
が
と
ろ
む
ら

殿
村（
現

在
の
復
の
一
部
）
の
伊
藤
隼
人
の

招
き
で
通
行
し
、
現
在
の
白
井
第

一
小
前
で
の
念
仏
供
養
塔
開
眼
や

旅
籠
藤
屋
で
の
小
休
止
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

　
こ
れ
ら
の
著
作
か
ら
、
江
戸
か

ら
香
取
・
鹿
島
神
宮
な
ど
利
根
川

下
流
域
を
旅
目
的
で
訪
れ
る
際
に

は
木
下
街
道
を
通
行
す
る
例
が
多

か
っ
た
こ
と
、
江
戸
近
郊
で
あ
り

な
が
ら
野
馬
が
群
れ
る
風
景
は
珍

し
く
、
そ
の
様
子
を
絵
や
紀
行
文

な
ど
の
題
材
と
し
て
選
ぶ
人
が
多

か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

公 

１
歳
児「
す
み
れ
さ
ん
」

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
親
子
で
作
り

ま
し
ょ
う
。

日
時

　
4
月
7
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
4
月
4
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公 
親
子
で
フ
ッ
ト
サ
ル

　
親
子
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
、

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　
フ
ッ
ト
サ
ル
の
コ
ー
チ
が
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
遊
び
方
を
教
え
て
く
れ
る

年
間
登
録
制
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

子

育

て

「成田香取鹿嶋下総道中細見記」に描かれ
た江戸時代の白井周辺

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

子

ど

も

西  

子
ど
も
映
画
会

　「
山
古
志
村
の
マ
リ
と
三
匹
の
子

犬
」
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
た
か
ら
も

の
」
「
イ
ソ
ッ
プ
ワ
ー
ル
ド
」
な
ど

を
上
演
し
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
乳
幼
児
〜
中
学
生
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

※
乳
幼
児
の
参
加
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

申
　
20
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

日程表
日時 内容 講師

4月3日㈭
10：00 ～ 12：00 大人のリトミック① 「親子でリトミック」

講師　増田恵子さん

4月9日㈬
10：00 ～ 12：00 健康体操①

介護予防運動指導員
加藤伸子さん5月7日㈬

10：00 ～ 12：00 健康体操②

5月22日㈭
8：45 ～ 13：30 しろい散策（昼食付き）「しろいふるさとガイドの会」の皆さん

6月5日㈭
10：00 ～ 12：00 大人のリトミック② 「親子でリトミック」

講師　増田恵子さん

6月18日㈬
10：00 ～ 12：00 健康体操③ 介護予防運動指導員

加藤伸子さん
※「リトミック」は音楽に合わせてさまざまな表現をすることで、
豊かな感性や想像力を養い、同時にリズム感も育む運動です。

日
時

　
4
月
11
日
㈮
か
ら
月
2
回
・
金

曜
日
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
23
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
24
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
20
組
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
運
動
靴
、
飲
み
物

参
加
費
　
毎
月
3
0
0
円

申
　
3
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  K
id
's

 E
n
g
lis
h

　
海
外
経
験
豊
富
な
講
師
と
ゲ
ー
ム

や
パ
ー
テ
ィ
な
ど
を
し
な
が
ら
、
楽

し
く
英
語
を
身
に
付
け
よ
う
。

日
時
　
4
月
13
日
・
27
日
、
5
月
11

日
・
25
日
、
6
月
8
日
・
22
日
、
7

月
13
日
・
27
日
、
9
月
14
日
・
28
日

（
各
日
曜
日
・
全
10
回
）　
午
前
10

時
〜
正
午

対
象

　
小
学
1
〜
3
年
生

　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
3
月
30
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

日
時

　
30
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
市
内
在
住
一
般

　
20
人
（
申

し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

福  

春
の
会

　
う
ら
ら
か
な
春
日
和
に
琴
の
演
奏

を
聴
き
な
が
ら
、
和
菓
子
と
抹
茶
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
4
月
2
日
㈬
　
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
0
時
10
分
（
自
由
参
加
）

※
3
月
25
日
㈫
か
ら
和
菓
子
と
抹
茶

の
券
の
販
売
を
行
い
ま
す
。（
先
着

20
人
・
2
0
0
円
）

駅  

将
棋
教
室

　
初
心
者
で
も
丁
寧
に
教
え
て
も
ら

え
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
将
棋
を
指

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
4
月
5
日
㈯
・
5
月
10
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
小
学
生
以
上

　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公  

あ
み
も
の
ク
ラ
ブ

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」

　
編
み
物
の
好
き
な
仲
間
が
集
い
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
各
自
作
品

に
取
り
組
ん
で
い
る
登
録
制
ク
ラ
ブ

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
で
は
、
新
規
会

員
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
4
月
12
日
㈯
か
ら
毎
月
第
2
・

4
土
曜
日
　
午
後
2
時
〜
4
時

対
象

　
小
学
4
年
生
以
上
　
若
干
名

参
加
費

　
毎
月
5
0
0
円

申
　
電
話
か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

房総アドベンチャー企画運営委員（随行者）を募集
　市では、青少年の「生きる力」を育成することを目的とし、7月に「房総アドベンチャー」
を実施します。参加者は、房総半島の大自然の中で5泊6日のキャンプ生活を送り、仲間
と協力しながら自分達の力でさまざまな挑戦をしていきます。
　事業の開催にあたり、事業の企画・運営を行う企画運営委員を募集します。
　企画運営委員は市と協力して会議と現地の下見を実施し、事業プランを作っていきま
す。研修中は、随行者として参加者の安全を見守りながら、参加者が主体的に行動する
ための助言も行います。
対象　市内在住・在勤の高校卒業以上の人で、青少年の育成・体験活動への指導などに
興味がある人や教員を目指している学生など　6人（応募者多数の場合は、随行者とし
て事前研修および本研修に全日程参加できる人を優先）
※会議や現地の下見、研修中には、交通費などの相当額を支給します。事前研修は7月5
日㈯・6日㈰、本研修は7月26日㈯～ 31日㈭となります。
■申・■問　4月8日㈫までに住所、氏名、電話番号、年齢、性別、青少年の育成経験の有無、
野外活動指導経験の有無、事前研修・本研修への参加の可否、一部日程のみ参加可能
な場合はその旨を記入の上、ハガキかEメールで生涯学習課社会教育班　内線3433・{ 
syougai-gakusyuu@city.shiroi.chiba.jpへ

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
市
で
は
、
人
と
関
わ
る
こ
と
に
不

安
が
あ
っ
て
家
か
ら
出
に
く
い
人
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
働
く
意
欲
を
持

つ
こ
と
が
で
き
な
い
人
な
ど
を
対
象

に
し
た
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
4
月
か
ら
は
、
白
井
駅
前
セ
ン
タ

ー
、
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
で
開
催

し
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
4
月
9
日
㈬
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
25
日
㈮
・
白
井
駅

前
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象

　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数

　
各
日
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
3
・

sy
ou
g
ai-g
ak
u

sy
u
u
@
city
.sh
iro
i.ch
ib
a.

jp

へ

 駅  健康講座
　
「頭」と「カラダ」、そして「ココロ」も一緒にエクササイズ
してみませんか。
日時・内容・講師　下表のとおり（全6回）
対象　全日程参加できる一般　30人（申し込み順）
持ち物　タオル、運動靴、飲み物
参加費　1,200円（資料代、「しろい散策」の昼食代）
■申　3月27日㈭までに電話か直接白井駅前センターへ
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「インフォメーション」コーナーへの掲載について
　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
児
童
合
唱
の
「
白
井
少
年
少
女
合

唱
団
」  

混
声
合
唱
の「
M
．I
．N
．」

女
声
合
唱
の「
ハ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー
ブ
」

男
声
合
唱
の
「
お
や
じ
っ
て
ブ
ラ
ボ

ー
合
唱
団
」
の
編
成
の
異
な
る
4
つ

の
合
唱
団
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
15
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
）　  

場
所
　
文

化
会
館
中
ホ
ー
ル
　
入
場
料
　
無
料

問
　
佐
藤
☎
（
4
9
2
）
3
1
3
0

◆
白
井
写
友
会
春
期
写
真
展

　
春
を
謳お

う
か歌
す
る
花
々
、
心
を
癒
や

し
て
く
れ
る
大
自
然
、
背
後
に
人
々

の
営
み
を
連
想
さ
せ
る
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
タ
ッ
チ
の
写
真
な
ど
、
会
員
21
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
捉
え
た
作
品

を
多
数
展
示
し
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
①
3
月
19
日
㈬
〜
30

日
㈰
・
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
②
3
月
31
日
㈪
〜
4
月
7
日

㈪
・
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
、
③
4
月

8
日
㈫
〜
16
日
㈬
・
西
白
井
駅
コ
ン

コ
ー
ス

※
文
化
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
休
館
で
、

各
会
場
と
も
初
日
は
正
午
か
ら
、
最

終
日
は
午
後
3
時
ま
で
で
す
。

問
　
小
野
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
0

◆
市
商
工
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー
「
思
わ

ず
笑
い
の
で
る
体
操
」

　
長
年
、
社
会
体
育
の
現
場
で
指
導

し
て
き
た
講
師
が
、
笑
い
の
効
用
や

笑
い
の
出
る
体
操
な
ど
に
つ
い
て
、

実
技
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
興
味

が
あ
る
人
は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
20
日
㈭
　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所

　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

　
対
象

一
般

　
1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
㈲
ヤ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
企
画
　

日
永
保
美
代
表
取
締
役

　
参
加
費

　

無
料セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

参
加
者
募
集

　
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
ア
メ
リ
カ
生

ま
れ
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ダ
ン
ス
で
す
。

　
コ
ー
ラ
ー
（
ダ
ン
ス
の
指
示
を
出

す
人
）
の
変
化
に
富
ん
だ
指
示
に
即

応
し
な
が
ら
踊
る
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

は
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
と
て
も

効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
夜
の
部
の
講
習
会
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
な
お
昼
の
部
も
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
4
月
14
日
㈪
か
ら
8
月
25
日

㈪
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
5
カ
月
間
）

午
後
7
時
20
分
〜
9
時
30
分

　
場
所

池
の
上
小
学
校

　
参
加
費
　
5
、
0

0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
）　
持

ち
物

　
運
動
靴
な
ど
運
動
で
き
る
上

履
き

問
　
白
井
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ 

鈴
木
☎
・

（
4
9
1
）
5
6
1
3

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

駅  

お
花
見
会

　
懐
か
し
い
曲
を
歌
っ
た
り
、
聴
い

た
り
し
な
が
ら
「
お
花
見
」
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
4
月
4
日
㈮

　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
4
0
0
円
（
資
料
代
、
茶

菓
代
）

申
　
4
月
1
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福  
ラ
リ
エ
ッ
ト
作
り
講
習

　
手
編
み
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
「
ラ
リ

エ
ッ
ト
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
4
月
10
日
・
17
日
・
24
日
（
各

木
曜
日
・
全
3
回
）　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
15

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
3
号
の
か
ぎ
針

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
4
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

申
・
問

　
電
話
で
市
商
工
会
☎
（
4

9
2
）
0
7
2
1
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
ク
ン
シ
ラ
ン
を
育
て
よ
う
！

　
ク
ン
シ
ラ
ン
（
君
子
蘭
）
の
育
て

方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
4
月
25
日
㈮
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　
対
象
　
一
般
　
24

人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
3
月
25
日
㈫
の
午
前
9
時

か
ら
電
話
か
直
接
千
葉
県
立
北
総
花

の
丘
公
園
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
4

0
3
0
へ

◆
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

①
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参

加
者
募
集

日
時
　
平
成
26
年
4
月
6
日
㈰
か
ら

平
成
27
年
3
月
ま
で
の
毎
週
日
曜
日

午
前
7
時
30
分
〜
11
時
　
場
所
　
七

次
第
一
公
園
　
対
象
　
市
内
在
住
の

小
学
3
〜
6
年
生
　
入
会
費
　
1
、

0
0
0
円
　
年
会
費
　
4
、
2
0
0

円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

②
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参
加

者
募
集

日
時
　
平
成
26
年
4
月
5
日
㈯
か
ら

平
成
27
年
3
月
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

午
前
9
時
〜
11
時
　
場
所
　
七
次
第

一
公
園
　
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤

者
　
年
会
費
　
4
、
0
0
0
円

※
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
は
別
に
掛
か
り

ま
す
。

申
　
①
は
入
会
費
と
年
会
費
、
②
は

年
会
費
持
参
の
上
、
直
接
会
場
へ

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

問
　
①
は
石
﨑
☎
（
4
9
1
）
5
2

3
6
、
②
は
岩
谷
☎
（
4
9
1
）
5

9
8
4

◆
春
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日
時
　
5
月
11
日
㈰
・
18
日
㈰
（
予

備
日

　
25
日
㈰
）　
場
所

　
白
井
運

動
公
園
ほ
か

　
対
象

　
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
お
よ
び
テ
ニ
ス
連
盟

登
録
者

　
種
目

　
一
般
ダ
ブ
ル
ス

（
男
女
別
・
高
校
生
含
む
）  

、
男
子

シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
（
55
歳
以
上
）  

、

女
子
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
（
50
歳
以
上
）

参
加
費
（
1
組
当
た
り
）　
一
般
2
、

5
0
0
円
、
連
盟
会
員
2
、
0
0
0

円申
　
3
月
22
日
㈯
か
ら
4
月
5
日
㈯

の
午
後
2
時
ま
で
に
直
接
ウ
エ
ス
ト

グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
か

白
井
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
へ

問
　
山
口
☎
（
4
9
1
）
5
2
3
8

◆
4
月
に
「
千
葉
県
立
湖
北
特
別
支

援
学
校
」
が
開
校
し
ま
す

　
千
葉
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校

本
校
か
ら
高
等
部
を
分
離
移
転
し
、

我
孫
子
市
日ひ

び
り秀

70
番
地
（
旧
県
立
湖

北
高
等
学
校
跡
地
）
に
「
千
葉
県
立

湖
北
特
別
支
援
学
校
」
が
開
校
し
ま

す
。

設
置
学
部
・
学
科
　
高
等
部
普
通
科

※
平
成
27
年
度
に
専
門
学
科
を
開
設

す
る
予
定
で
す
。

対
象

　
知
的
障
害
の
あ
る
生
徒

通
学
地
域

　
我
孫
子
市
、印
西
市（
印

旛
・
本
埜
地
区
を
除
く
）、
白
井
市
、

柏
市
（
旧
沼
南
地
区
）

問
　
千
葉
県
立
湖
北
特
別
支
援
学
校

☎
0
4
（
7
1
8
8
）
0
5
9
6
・

0
4
（
7
1
8
8
）
0
5
9
8

※
詳
細
に
つ
い
て
は
4
月
1
日
以
降

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

手編みの「ラリエット」

　池の上学童クラブでは、放課後に子どもた
ちの保育をサポートする指導員を募集します。
　資格要件や各種手当、応募方法など詳細に
ついては、直接問い合わせてください。
■問　池の上学童クラブ☎（492）5477
（平日の午後1時～ 6時30分）

池の上学童クラブの指導員を
募集します

学童クラブ指導員募集要項

勤務日時
週2～ 4日勤務（シフト制）
平　日　午後2時～ 6時
土曜日　午前8時～午後3時

勤務場所 池の上小学校敷地内

時給 860円（別途通勤手当あり）

　広報しろいでは、市民や市内で活動する団体などが行うイベントの告知や市内活動団体の会員
募集など、皆さんから寄せられた情報を広く周知するための「インフォメーション」コーナーを
設け、記事の内容によって「イベント」と「募集・伝言板」に分けて掲載しています。
　原稿案の作成に関する必要事項などは以下のとおりです。掲載を希望する人は原稿作成の際の
参考にしてください。
※詳しい掲載基準や申し込み方法、申込書などは市ホームページに掲載してあります。
【原稿案の作成に関する注意事項】
　原稿の締め切り日は掲載希望月の１カ月前（5月1日号希望の際は4月1日まで）となります。
〈イベント〉
　日時、場所、対象とその人数、持ち物、参加費が必要な場合はその金額と主な内訳、申込方法
（電話・メールなど）・期限、申し込み・問い合わせ先の氏名や電話番号などの連絡先（1カ所のみ）
を必ず記載してください。
〈募集・伝言板〉
　活動日時、場所、対象（年代など）、月会費・年会費（両方の記載も可）、問い合わせ先の氏名
や電話番号などの連絡先（1カ所のみ）を必ず記載してください。
※寄せられた情報は、文字数の都合などでそのまま掲載できない場合があります。掲載前には内
容について確認してもらうため、市から掲載案をファクスやメールなどで送付しますので、原稿
には必ず確認者の氏名と連絡先を記載してください。
　募集記事の掲載間隔は、原則1団体当たり「年度（4月～翌3月）に1回」です。
【掲載できないもの】
●営利・政治・宗教目的を有するイベントの告知や団体の会員募集
●市外活動団体のイベントの告知や会員の募集（対象が市民である場合を除く）
●そのほか市で掲載が不適切であると判断した記事
■問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4

「インフォメーション」コーナーへの掲載について

2014.3.157



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2014.3.15 8み ん な の ひ ろ ば

　日頃、社会を明るくする運動などで活動をしている、「白井市更生保護
女性会」の皆さん（43人）が、3月に市内の中学校を卒業する生徒約550
人全員に、心を込めて手作りした「マスコット」と、白井そろばん博物
館と就労支援B型事業所「みのり」の協力により作成した「福玉ストラッ
プ」をプレゼントしました。代表の高山さんは、「地域の子どもたちの健
やかな成長とこれからの活躍を願って作成しました」と話していました。
　マスコットに掛かった経費は、「平成25年度公募型歳末たすけあい募金
助成制度」を活用しています。

◆
福
祉
部
会
　
定
例
的
に
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
」
の
ふ

れ
あ
い
広
場
や
視
察
研
修
、「
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
や
「
歳
末
助
け
合
い
募

金
」
な
ど
、
市
や
他
の
団
体
の
行

事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

◆
生
き
が
い
部
会
　「
会
員
相

互
の
親
睦
」「
健
康
維
持
」「
旅
行
」

な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
分
野
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
1

回
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
太
極

拳
、「
ゆ
っ
た
り
体
操
」
な
ど
を

行
い
地
域
の
皆
さ
ん
と
も
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

◆
Ｉ
Ｔ
部
会
　
会
の
発
足
当

初
か
ら
長
楽
寺
（
七
次
地
区
）
の

好
意
に
よ
り
、
寺
の
施
設
内
で
初

心
者
対
象
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
教
室
は
基
本
的

に
毎
月
4
回
の
開
催
で
、
受
講
者

は
現
在
ま
で
延
べ
1
、2
0
0
人

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

　
白
井
社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

（
S
S
V
A
）
は
、
地
域
や
ま
ち

づ
く
り
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
12
年
に
清
水
口
三
丁

目
の
人
た
ち
を
中
心
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
の
会
員
数
は
53
人

で
、「
環
境
」「
福
祉
」「
生
き
が

い
」「
Ｉ
Ｔ
」「
助
け
合
い
」
の
五

つ
の
部
会
を
設
け
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
各
部
会
の
活
動
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
環
境
部
会
　
主
に
二
つ
の

児
童
公
園
で
月
2
回
の
清
掃
や
西

白
井
駅
周
辺
を
含
め
た
清
水
口
地

域
の
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
環
境
美
化
活
動
は
、
数

年
前
に
千
葉
テ
レ
ビ
の
取
材
を
受

け
、
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
ポ
イ
捨

て
防
止
、
そ
の
他
の
環
境
関
係
事

業
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

ま
し
た
。
サ
ロ
ン
は
毎
月
1
回
開

催
し
て
お
り
、
助
け
合
い
活
動
や

そ
の
情
報
交
換
に
大
い
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　
会
の
活
動
状
況
は
、
会
報
な
ど

を
近
隣
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
年

会
費
は
2
千
円
で
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
深
澤
☎
（
4
9
1
）

3
2
5
9

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

を
越
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
そ
の
他
の
祭
り
に
も

参
加
し
、「
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
」

や
「
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
」
体
験
で
、

訪
れ
た
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
障
害
者
を
対
象

と
し
た
市
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
は

5
人
の
講
師
を
派
遣
し
て
協
力
し

て
い
ま
す
。

◆
助
け
合
い
部
会
　
清
水
口

三
丁
目
の
高
齢
化
率
が
、
現
在

44
・
6
㌫
と
高
く
、
独
居
者
も
増

加
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、「
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
独

り
に
し
な
い
」
を
目
標
に
平
成
23

年
度
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
部

会
で
は
「
見
守
り
」「
困
り
ご
と

相
談
」「
各
種
手
助
け
」
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
楽
に
人
々

と
交
流
・
親
睦
が
図
れ
る
よ
う「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
　
な
か
よ
し
」
を

自
治
会
の
協
力
を
得
て
発
足
さ
せ

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑯

白
井
社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

日本テレビの『カミングアウトバラエティ !!
秘密のケンミンSHOW』  市内の民家で撮影
　2月の大雪からまだ間もない
12日、番組内のコーナー「連続
転勤ドラマ　辞令は突然に・・・」
の撮影が市内の民家で行われま
した。
　ドラマは、東京出身の東

あずま

夫妻が
突然の辞令で全国を転勤し、ご
近所さんとの触れ合いなどを通
し、県民性の違いに驚きながら
その地になじんでいくという内容で、今回は千葉県に転勤となり、転勤
先の会社の部長宅に訪問するというシーンが撮影されました。
　野菜作りに励んでいる部長宅が設定となっているため、撮影地の畑に
はまだたくさんの雪が積もっていましたが、民家の人の協力で雪かきを
してもらうなど撮影は順調に進みました。家族でご覧ください。
放映予定日時　27日㈭　午後9時から

畑に雪が残っている中での撮影の様子

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
1
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

天
　
白
寿
祝
ぐ
う
か
ら
も
老
い
ぬ
根
深
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

地
　
友
の
喪
の
一
日
を
鎮
め
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
山
川
純
子

人
　
町
筋
の
軒
に
日
の
射
す
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

【
選
評
】　
天
　
白
寿
を
祝
う
親
族
も
老
い
長
寿
の
一
族
だ
。
気

取
ら
ぬ
根
深
汁
が
良
い
。
地

　
亡
き
友
を
悲
し
む
一
日
春
雨
が

そ
の
心
を
静
め
て
ゆ
く
、
春
雨
が
よ
く
活
か
さ
れ
て
い
る
。

人
　
商
店
街
の
様
に
軒
が
並
ん
だ
所
と
思
う
。
そ
こ
に
射
す
日

は
す
で
に
春
で
あ
る
。

　
　
冬
凪
ぎ
て
潮
待
ち
港
と
ん
び
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
上
野
寛
義

寒
禽
の
い
つ
も
の
枝
の
い
つ
も
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

雪
し
き
り
お
伽
の
国
と
な
る
予
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
松

　
　
　
織
本
泰
子

寒
晴
の
残
照
に
映
ゆ
筑
波
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
神
な
月
英
人

寒
明
や
仕
込
終
え
た
る
味
噌
の
か
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

紅
梅
の
香
り
う
ら
う
ら
露
座
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
清
水
富
士
子

寒
の
夜
波
長
の
合
わ
ぬ
救
急
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
福
加
博
之

　そ
れ
ぞ
れ
に
伴
侶
亡
く
し
し
友
そ
ろ
い

ラ
ン
チ
楽
し
む
老
い
の
女
子
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

【
選
評
】　「
老
い
の
女
子
会
」
に
魅
力
が
あ
る
。
伴
侶
を
亡
く

し
て
い
る
と
い
う
共
通
の
境
遇
が
あ
っ
て
話
が
弾
む
の
だ
ろ
う
。

楽
し
む
と
い
う
ゆ
と
り
が
い
い
。

雪
に
咲
く
木
戸
公
園
の
紅
梅
を

母
が
微
笑
み
な
が
ら
指
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

昨
夜
降
り
し
淡
雪
の
せ
て
蝋
梅
は

黄
の
色
の
花
小
さ
く
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根   

　
　
　
印
南
満
子

友
の
弾
く
清
く
染
み
入
る
三
味
の
音
に

遠
き
津
軽
の
義
父
を
偲
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

「
ヘ
ン
シ
ー
ン
」
も
ろ
手
を
上
げ
る
二
歳
の
子

戦
士
の
面
を
り
り
し
く
見
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
望
月
玲
子

ふるさとまつりのチャリティバザーに参加

サロンで地域のコーラスグループと合唱

健やかな成長を願って　記念品をプレゼント

白井市更生保護女性会の皆さん 手作りマスコットと福玉ストラップ


